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部長会議付議事案書（報告） 

（令和２年７月７日） 

提案課名 総合政策課 

報告者名 遠藤 一成 

事案名  表丹沢魅力づくり構想案の策定について 

    有 

資料 

    無 

提
案
趣
旨 

令和５年度に予定される新東名高速道路の全線開通と本市が誇る地域資源である

表丹沢の魅力を最大限に生かすため、農林業、観光、文化、歴史、スポーツなどの様

々な分野の資源を磨き、つなげ、そして新たに触れる機会を増やすことで、表丹沢に

対する市民の愛着や誇りを高めるとともに、交流人口や関係人口の創出を図り、地域

の活性化につながる構想を策定するものです。 

概 

要 

 表丹沢魅力づくり構想案の構成 

第１章 はじめに（対象エリア、位置付けと構想期間） 

第２章 表丹沢の特徴（表丹沢の資源、取り巻く状況） 

第３章 表丹沢が目指す姿（魅力づくりビジョン） 

第４章 魅力づくり方針（５つの基本方針、エリア別方向性） 

第５章 構想の推進に向けて（推進体制、推進プロセス） 

経 
 
 

過 

 平成３１年 ２月 

 

同年 ４月 

 

 

同年 ４月～ 

 

 

 

同年 ９月～ 

施政方針で、表丹沢全体の魅力を高めることを目的とした

構想策定の着手を明示 

総合政策課内に「はだの魅力づくり担当」を設置するととも

に、庁内横断組織として「表丹沢魅力づくり構想検討会議設

置要綱」を設置 

構想策定に向けた検討組織 

(1) 表丹沢魅力づくり構想検討会議 ６回 

(2) 表丹沢魅力づくり構想ワーキング部会 ６回 

(3) 表丹沢魅力づくり構想アドバイザー協議会 ３回 

民間団体等ヒアリング調査及び関連公共施設の課題整理な

どの基礎調査を実施 
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今
後
の
進
め
方 

令和２年 ７月１６日 議員連絡会にて報告（意見聴取：８月２４日まで） 

同年 ７月１８日 パブリックコメントの実施（意見募集：８月１７日まで、 

           広報はだの７月１５日号掲載） 

  同年 ７月２２日 定例市長記者会見 

   同年 ８月１８日 表丹沢魅力づくり構想アドバイザー協議会開催 

   同年 ８月２４日 表丹沢魅力づくり構想検討会議開催 

   同年 ８月末   構想策定 

   同年１０月１５日 広報はだの特集号掲載 

 策定後は、構想実現のため、関係課等と協議を行いながら、ＰＤＣＡサイクルに基

づく効果的な進行管理の仕組みを構築していきます。 
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との連携

清川村との連携

県と連携した効果的な
道路環境整備の研究

ヤビツレストハウス（仮称）
との一体的な活用の検討

県と連携した情報発信・休憩スポット
としての魅力向上策の検討　

タクシー等の活用による
回遊性向上の検討

ヤビツ峠周辺のサイクリング
マナー向上に向けた啓発活動

山岳・里山アクティビティ
拠点としての機能充実

森林セラピーロードを
活用したツアーの開催

市民や活動団体が主催する
歴史巡りツアーの推進・周知

地域活動拠点としての活用

方向性１ 表丹沢の玄関口としての機能
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凡例

対象エリア：表丹沢

山岳・里山活動の連携軸
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自分発見のエリア

地域活動が生む
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表 丹 沢
魅力づくり
構 想 (案)

～わたしのいつもを変える、
                              暮らしを高める～

表丹沢魅力づくり構想マップ 表丹沢が有する様々な分野の資源と、それらの魅力を最大限に引き出すための
エリアごとの特徴を生かした「エリア別方向性」をマップに示します。

「本
物の魅力」

が見つかる表丹沢
HADANO

　表丹沢には、農林業、観光、歴史、文化、スポーツなど様々な分野の資源が
あります。都心からのアクセスの良さを生かしながら、これらの様々な分野の
資源を磨き、つなげ、そして新たに触れる機会を増やすことで、一人ひとりが「本
物の魅力」を見つけ出せる場所としていきます。
　これにより市民は、いつも目の前にある風景や環境など、表丹沢が持つ資源
の魅力を再確認し、地域への愛着や誇り（シビックプライド）を高め、豊かな
暮らしを実現していきます。
　また、市外からの来訪者には、２度３度と訪れていただく中で、都心や日常
生活ではなかなか味わえない体験を通じ、親しみの持てる場所や第２のふるさ
ととしての関係を築き、交流人口や関係人口を創出することにより地域の活性
化にもつなげていきます。

　それぞれのエリアが持つ資源を生かしながら、特性の異なる活動を創出していくた
め、表丹沢を３つのエリアに分け、各エリアでの方向性を示します。

１. 「都心から近い山岳・里山アクティビティの聖地」
　  としてのブランディング
２. 活動を支える拠点形成
３. 回遊と滞在を高める仕掛けの充実
４. 安全・安心に楽しむための基盤整備

１. 資源の新たなプロモーション
２. 遊休地等の有効活用
３. 二次林の活用等による適切な自然保護の推進

こんな表丹沢を目指します 表丹沢全体で取組む「５つの基本方針」 エリアごとの特性を生かした「エリア別方向性」

来訪者 市民
親しみのもてる場所
第２のふるさと

地域への愛着・誇り
豊かな暮らしの実現

都心暮らし
日ごろの生活 いつもの風景・環境魅力の再認識表丹沢ならではの体験

本物の魅力
表丹沢

方針 資源を支える

仕組みの充実１

方針 資源の適切な保全

と新たな展開２

１. 地域特性を生かしたコンテンツの強化
２. 地域による魅力の発信と交流

方針 地域が主体と

なった体験の提供３
１. 市民の暮らしに身近な表丹沢
２. 表丹沢での新たな楽しみ・暮らしの提案

方針 新しいライフ

スタイルの提案４
１. 情報プラットフォームの充実
２. 周辺地域との連携による魅力の広がり

方針 交流・発信による

魅力の高め合い５

方向性１ 表丹沢の玄関口としての機能

方向性２ 自分にあった楽しみ・暮らしの発見

方向性２ 自分にあった楽しみ・暮らしの発見

方向性３ 広域的な魅力向上

方向性 広域的な魅力向上

方向性１ 人それぞれの表丹沢とのコトづくり

方向性１ 人それぞれの表丹沢とのコトづくり

方向性２ 新たな活動の展開を支える拠点形成

方向性２ 新たな活動の展開を支える拠点形成

方向性１ 活発な地域活動と交流の促進

方向性１ 活発な地域活動と交流の促進

方向性２ 広域的な魅力向上

資料２
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